
園児たちがいない春季休業日 いよいよ「桜」の木とお別れ！ 

  

３月２２日（木） 

 園庭の桜が満開の花を付けた。これで最後なのに。とってもき

れい。園児の修了式、終業式には間に合わなかった。園庭にある

２本のソメイヨシノはとってもきれい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 少しずつ工事の囲いが迫ってきた。 



 ３月２３日（金） 

 いよいよ囲いが出来てきた。園庭をあちこち掘り返している。

大きな工事車両を入れるためだそうだ。まだ、「桜」は満開、咲き

誇っている。 

 

 

 

 

 

 

 

夕方、「バッタ園」の整備が 

終わったというので見に行った。す

っかりきれいになって意外と広い。 



 ３月２６日（月） 

 今日はいよいよ「桜」の花とお別れ。咲いている「桜」の花の

枝を切り落とした。枝をまず切り、少しずつ木を小さくしていく。

寂しい気持ちだが、仕方がない。切られて幹だけになってしまっ

た。もう砂場はすでになくなった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３月２７日（火） 

園庭の木のほとんどが幹だけになった。こんなに明るい園庭は

初めて。ヒマラヤスギ、イチョウ、正門近くの桜、みんな小さく

なって、東京タワーがよく見える。

すでにブランコも無くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３月２８日（水） 

今まであったジャングルジムや滑り台も取り外された。新しい

園庭になっても残るソメイヨシノが１本だけさびしそうに立って

いる。もう園児が遊んでいた遊具はアスレチックと砦のみが残る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３月２９日（木） 

園庭には日差しが差し込んでくる。東京タワーがてっぺんまで

よく見える。園庭の木々はすでに根っこまで取られて跡形もない。 

１本残ったソメイ

ヨシノの桜の花びら

が舞い散っている。 

 

 

 



３月３０日（金） 

園庭はとうとう遊具が全部なくなった。土が掘り返され、表面

を平らにする工事になった様子。これから囲いが出来ていよいよ

増築の建物が建つのだろう。 

 

 

 


